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気道 ・尿路感染症 に対す るS-1108の 有用性

影山慎 一・白川 茂

三重大学医学部第二内科*

南 信行

三重大学医学部附属病院輸血部

新 し く開発 され たエ ステル型 経 口セ フ ェム系 抗生 剤で あ るS-1108を 急 性気管 支 炎3例,急

性咽 頭 炎5例,急 性 篇桃 炎1例,急 性膀 胱 炎1例 の計10例 に使 用 し,そ の有効性,安 全性 に

つ いて検討 した。

臨 床 効 果 は,10例 中9例 は著効 ない し有 効 で,急 性 咽頭 炎 の1例 にの みや や有 効 で あっ

た。全例 に おいて副 作用 および臨 床検査 値の異 常 は認 め られなか った。
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S-1108は,塩 野 義 製薬株 式会 社研 究所 で新 しく開

発 され たエ ステル型経 口抗生 剤で あ る。 本剤 は抗 菌活

性 を有 す るS-1006の4位 カ ルボ ン酸 に ピバ ロイルオ

キ シメチル基 をエ ステル結合 させ る ことによ り経 口吸

収性 を高 め,経 口投与時 に,主 と して腸管壁 のエ ステ

ラ ーゼ に よ り加 水分 解 され て,活 性 体で あ るS-1006

と して循環血 液中 に分布 し,優 れた抗 菌活性 を示す薬

剤 で あ る。

活性 体 のS-1006は グ ラム陽性,陰 性 の好 気性 お よ

び嫌気性 菌 に幅広 い抗菌 スペ ク トルを有 し,な かで も

Staphylococcus aureusに 対す る抗菌 力 は既 存 の経

口セ フ ェム剤 と比較 して非 常に優 れて い ると言 われて

いる1)。

今回 検討 した対 象症 例 は1990年12月 よ り1991年

9月 まで に三重 大学附 属病 院第二内 科を受診 し,治 験

参 加 の同 意が 得 られ た10名 で あ った。 男女 そ れ ぞれ

5名 ずっ で年齢 は26歳 か ら83歳 までであ った。疾 患

の内 訳 は急性 気管 支炎3例,急 性咽頭 炎5例,急 性 扁

桃 炎1例,急 性 膀 胱炎1例 であ った。 投 与方 法 は75

mgま たは100mg(力 価)錠 を使 用 し,1日 投 与量

は4例 で75mg×3回,5例 で100mg×3回,1例

で150mg×3回 であ り,全 例食 後投与 と した。 投与

日数 は5例 が5日 間,5例 が7日 間で あ り,総 投 与量

は1125mgか ら3150mgで あ った。

判 定基 準 は,臨 床症 状 と検 査所 見 の 改善 度 よ り行

い,著 効,有 効,や や有 効,無 効の4段 階 に分けて判

定 した。起 炎菌 の判明 した症例 では,細 菌学的効果も

加 えて判定 した。

臨床 成績 はTable 1の ごと く,急 性 気管支炎3例

はいずれ も有 効,急 性咽頭 炎 は5例 中4例 有効,1例

や や有 効,急 性扁桃 炎1例 は有効,急 性膀胱炎1例 は

著効であ った。細 菌学的 には起炎菌の検出された2例 に

お いて,Streptococcus pneumoniae,Escherichia

coliは と もに消失 した。

急性 咽頭炎 てやや有効 と判 定 した症例7は,基 礎疾

患 と して急性骨 髄性 白血 病が あ り,本 剤投与後3日 目

には解熱 したが,咽 頭痛 が その後4日 間持続 したため

やや有効 と判定 した。

副作用 は全例 に認 め られな か った。 また臨床検査値

の異 常 もTable 2の ごと く全 例に認 め られなか った。

今 回 の我 々のS-1108の 気 道 ・尿路感 染症 に対する

有 効性 は,Phase II studyま で の全 国集計 とほぼ同

等で あ り1),本 剤 は中等症 以下 の感染症例 に十分な有

用性 が期待 し得 ると考え られ た。
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Table 1. Clinical summary of S-1108 treatment

Table 2. Laboratory findings before and after administration of S-1108

B: before , A: after, NT: not tested
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Clinical efficacy of S-1108
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We investigated the clinical efficacy of a newly-developed oral ester-type cephalosporin,

S-1108. This agent was administered to ten patients; five patients with acute pharyngitis,

three with acute bronchitis, one with acute tonsillitis and one with acute cystitis. An ex-

cellent/good clinical outcome was obtained in nine cases. In one case the effect was fair.

No adverse effects or abnormal laboratory findings were observed in any of the cases.


